
 ずっと以前、学校司書の方々にお話しさ

せていただく機会がありました。 

 図書室は、教室でもグランドでも休み時

間を過ごせない子どもが姿を見せる場所で

もあることについて。 

 そんな子たちにとって、図書室の中では

おしゃべりを制限して、椅子に座って本を

開くことを勧めるおとなが居る、安心でき

る空間であることへのお礼の気持ちをお伝

えしたのでした。 

 やはり、図書室で追いかけっこをする子

や、なかなかおしゃべりを止めない子に、

とくに中学校の先生方は手を焼いていると

いうお話も伺いました。 

 

☆１ 

 鏡は、自分の目では見ることができない

姿を見ることができるため、不思議な力が

あると考えられているようです。 

 わたしが通っていた小学校には、廊下の

壁に大きな姿見が設けられていました。身

だしなみを整えなさいという意味があった

と思いますが、子どもたちに自分の姿を見

ることが自分を大切にし、自己肯定感を持

つことを目指していたとも聞いています。 

★２ 

 誰も見ていない時、姿見の前に立った子

がどんな様子なのか見ていたことがありま

した。 

 誰もにあてはあることではないのでしょ

うけれど、強く自分を意識していることは

間違いないでしょう。 

 思うに、自分でそれが良くないと知って

いることを、鏡の前ではしない子が多いよ

うなのです。この記憶から、図書室にも姿

見を置いてはどうかと提案したことでした。 

あなたのお宅に、子どもが自分を写して

見られるような鏡がありますか？ 

☆３ 

 身だしなみを整えるという目的でなく、

鏡の中の自分を見つめる時間を持ってみて

はいかがでしょうか。 

 これまでわたしは折に触れて、自分だけ

の時間を持って欲しいとお伝えして来まし

た。自分のためだけにお茶を淹れる時間。

ここに書いたように、鏡の中の自分を見つ

めて、鏡の中のあなたに、どのような声を

掛けてあげますか？ 
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